
(57)【要約】

【課題】簡単な構成ですみ、装置全体を大型化すること

なく、カーブ施工に対応できる。

【解決手段】先端に刃口１４を有し、地上のショベル等

で前方および内部の土砂の掘削を行うフロント部Ａとコ

ンクリート函体７の設置を行うテール部Ｂとからなるオ

ープンシールド機１において、フロント部Ａは先端を前

記刃口１４とする側板１９をテール部Ｂに軸着して回動

自在とし、フロント部Ａの前面に設けた隔壁１５に一端

を軸着したピンジャッキ２０を前記側板１９に取り付け

、相対向する側板１９の相互に端部を軸着する連結材２

１を掛渡した。

【選択図】　　　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 に 刃 口 を 有 し 、 地 上 の シ ョ ベ ル 等 で 前 方 お よ び 内 部 の 土 砂 の 掘 削 を 行 う フ ロ ン ト 部 と
コ ン ク リ ー ト 函 体 の 設 置 を 行 う テ ー ル 部 と か ら な る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 に お い て 、 フ ロ ン
ト 部 は 先 端 を 前 記 刃 口 と す る 側 板 を テ ー ル 部 に 軸 着 し て 回 動 自 在 と し 、 フ ロ ン ト 部 前 面 に
設 け た 隔 壁 に 一 端 を 軸 着 し た ピ ン ジ ャ ッ キ を 前 記 側 板 に 取 り 付 け 、 相 対 向 す る 側 板 相 互 に
端 部 を 軸 着 す る 連 結 材 を 掛 渡 し た こ と を 特 徴 と す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 。
【 請 求 項 ２ 】
側 板 へ の ピ ン ジ ャ ッ キ 軸 着 部 と 連 結 材 軸 着 部 と を 合 致 さ せ る 請 求 項 １ 記 載 の オ ー プ ン シ ー
ル ド 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 市 街 地 に 上 下 水 道 、 共 同 溝 、 電 信 、 電 話 等 の 布 設 地 下 道 等 の 地 下 構 造 物 を 施 工
す る オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 と そ れ に 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 は 、 開 削 工 法 （ オ ー プ ン カ ッ ト 工 法 ） と シ ー ル ド 工 法 の 長 所 を 生 か
し た 合 理 性 に 富 む 工 法 で あ る 。 図 ３ ～ 図 ６ に そ の 概 要 を 示 す と 、 図 中 １ は オ ー プ ン シ ー ル
ド 機 で 、 こ れ は 左 右 の 側 壁 板 ２ と こ れ ら 側 壁 板 ２ に 連 結 す る 底 板 ３ と か ら な る 前 面 、 後 面
及 び 上 面 を 開 口 し た シ ー ル ド 機 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
該 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ は 側 壁 板 ２ と 底 板 ３ の 先 端 を 刃 口 １ ４ と し て 形 成 し 、 ま た 、 側 壁
板 ２ の 内 側 に 推 進 ジ ャ ッ キ ４ を 後 方 に 向 け 上 下 に 並 べ て 配 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 発 進 坑 ８ 内 に こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 設 置 し て 、 オ ー プ ン シ ー ル
ド 機 １ の 推 進 ジ ャ ッ キ ４ を 伸 長 し て 発 進 坑 ８ 内 の 反 力 壁 ６ に 反 力 を と っ て 前 進 さ せ 、 地 下
構 造 物 を 形 成 す る 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を 上 方 か ら 吊 り 降 し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド
機 １ 内 で 縮 め た 推 進 ジ ャ ッ キ ４ の 後 方 に セ ッ ト す る 。 図 中 １ ０ は ス ト ラ ッ ト で 、 推 進 ジ ャ
ッ キ ４ と 反 力 壁 ６ の 間 に 適 宜 間 隔 調 整 の た め に 配 設 す る 。 ま た 、 発 進 坑 ８ は 土 留 壁 で 構 成
し 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 発 進 さ せ る に は こ の 土 留 壁 を 一 部 鏡 切 り す る が 、 必 要 に 応 じ
て 薬 液 注 入 等 で 発 進 坑 ８ の 前 方 部 分 に 地 盤 改 良 １ １ を 施 し て お く こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 い で 、 シ ョ ベ ル 等 の 掘 削 機 ９ で オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 前 面 又 は 上 面 か ら 土 砂 を 掘 削 し
か つ 排 土 す る 。 こ の 排 土 工 程 と 同 時 ま た は そ の 後 に 推 進 ジ ャ ッ キ ４ を 伸 長 し て 前 進 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 前 記 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の 前 に 第 ２ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を オ ー プ
ン シ ー ル ド 機 １ 内 に 吊 り 降 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 以 下 、 同 様 の 排 土 工 程 、 前 進 工 程 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の セ ッ
ト 工 程 を 適 宜 繰 返 し て 、 順 次 コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 前 進 に 伴 い 縦
列 に 地 中 に 残 置 し 、 さ ら に こ の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の 上 面 に 埋 戻 し を 施 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ が 到 達 坑 １ ２ ま で 達 し た な ら
ば こ れ を 撤 去 し て 工 事 を 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
と こ ろ で 、 前 記 オ ー プ ン シ ー ル ド １ 機 は カ ー ブ 施 工 に 対 応 で き る よ う に す る た め に は 、 図
７ に 示 す よ う に フ ロ ン ト 部 １ ａ と テ ー ル 部 １ ｂ と に ２ 分 割 し 、 相 互 に 端 部 を 遊 嵌 す る こ と
が 下 記 特 許 文 献 １ 、 ２ 等 に 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ５ － ３ ８ ０ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ３ ３ ３ ９ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
カ ー ブ 施 工 を 行 う に は 左 右 に 配 設 し て あ る 推 進 ジ ャ ッ キ ４ の 伸 長 程 度 を 返 る こ と に よ り 、
オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ は テ ー ル 部 １ ｂ に 対 し て フ ロ ン ト 部 １ ａ が 屈 折 す る よ う に 角 度 を 変
え る こ と に な り 、 そ れ に 伴 い 曲 が っ て 掘 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 前 記 の ご と く カ ー ブ 施 工 に 対 応 で き る よ う に オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を フ ロ ン ト 部
１ ａ と テ ー ル 部 １ ｂ と に 分 割 し 、 相 互 に 端 部 を 遊 嵌 す る の で は オ ー プ ン シ ー ル ド １ 全 体 が
大 型 と な り 、 ま た 、 推 進 ジ ャ ッ キ ４ の 操 作 も 複 雑 で 面 倒 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 前 記 従 来 例 の 不 都 合 を 解 消 し 、 簡 単 な 構 成 で す み 、 装 置 全 体 を 大 型 化 す る
こ と な く 、 カ ー ブ 施 工 に 対 応 で き る オ ー プ ン シ ー ル ド 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 先 端 に 刃 口 を 有 し 、 地 上 の シ ョ ベ ル 等 で 前 方 お よ び 内
部 の 土 砂 の 掘 削 を 行 う フ ロ ン ト 部 と コ ン ク リ ー ト 函 体 の 設 置 を 行 う テ ー ル 部 と か ら な る オ
ー プ ン シ ー ル ド 機 に お い て 、 フ ロ ン ト 部 は 先 端 を 前 記 刃 口 と す る 側 板 を テ ー ル 部 に 軸 着 し
て 回 動 自 在 と し 、 フ ロ ン ト 部 前 面 に 設 け た 隔 壁 に 一 端 を 軸 着 し た ピ ン ジ ャ ッ キ を 前 記 側 板
に 取 り 付 け 、 相 対 向 す る 側 板 相 互 に 端 部 を 軸 着 す る 連 結 材 を 掛 渡 し た こ と 、 お よ び 、 側 板
へ の ピ ン ジ ャ ッ キ 軸 着 部 と 連 結 材 軸 着 部 と を 合 致 さ せ る こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ロ ン ト 部 で は 先 端 を 前 記 刃 口 と す る 側 板 が ピ ン ジ ャ ッ
キ の 伸 縮 に よ り 回 動 し て 角 度 を 変 更 で き 、 し か も 、 こ れ ら 側 板 相 互 は 連 結 材 に よ り 平 行 し
て 回 動 し そ の 向 き を 同 時 に 変 え る の で 、 テ ー ル 部 に 対 し て フ ロ ン ト 部 が 屈 折 す る 状 態 と な
る 。 そ の 結 果 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は 刃 口 が 向 け ら れ た 方 向 に 曲 が っ て 掘 進 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 作 用 に 加 え て 、 側 板 へ の ピ ン ジ ャ ッ キ 軸 着 部 と 連 結
材 軸 着 部 と を 合 致 さ せ る こ と で 、 左 右 の 側 板 の 平 行 移 動 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き 、 ま
た 、 各 側 板 の 結 合 す る ピ ン ジ ャ ッ キ の 力 を バ ラ ツ キ な く 双 方 の 側 板 に ス ム ー ズ に 伝 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に つ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー
ル ド 機 の １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 同 上 縦 断 側 面 図 で 、 前 記 従 来 例 を 示 す 図 ３ ～ 図
６ と 同 一 構 成 要 素 に は 同 一 参 照 符 号 を 付 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 全 体 の 概 要 と し て は 前 記 従 来 例 と し て 図 ３ ～ 図 ６ で 説 明 し た 通 り
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ は 基 本 的 構 成 と し て も 先 端 に 刃 口 １ ４ を 有 し 、 左 右 の 側 壁
板 ２ と こ れ ら 側 壁 板 ２ に 連 結 す る 底 板 ３ と か ら な る 前 面 、 後 面 及 び 上 面 を 開 口 し た シ ー ル
ド 機 で あ る が 、 本 発 明 は 、 地 上 の シ ョ ベ ル 等 で 前 方 お よ び 内 部 の 土 砂 の 掘 削 を 行 う フ ロ ン
ト 部 Ａ と コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の 設 置 を 行 う テ ー ル 部 Ｂ と か ら な る も の と し 、 前 記 底 板 ３ は
テ ー ル 部 Ｂ の み に 設 け 、 ま た 、 テ ー ル 部 Ｂ は 前 面 に 隔 壁 １ ５ を 設 け 、 側 壁 板 ２ の 内 側 に 推
進 ジ ャ ッ キ ４ を 左 右 そ れ ぞ れ 多 段 （ 図 示 で は 上 下 ３ 段 ） に 設 け て い る 。 図 中 １ ６ は 押 角 （
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プ レ ス バ ー ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
フ ロ ン ト 部 Ａ は 先 端 を 前 記 刃 口 １ ４ と す る 側 板 １ ９ を テ ー ル 部 Ｂ の 先 端 に 軸 着 し て 回 動 自
在 と し 、 こ の 側 板 １ ９ の 途 中 に 前 記 フ ロ ン ト 部 Ｂ の 前 面 に 設 け た 隔 壁 １ ５ に 一 端 を 軸 着 し
た ピ ン ジ ャ ッ キ ２ ０ を 取 り 付 け る 。 こ の ピ ン ジ ャ ッ キ ２ ０ も 本 実 施 形 態 で は 上 下 に ３ 段 に
設 け た 。 図 中 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ は ピ ン ジ ャ ッ キ ２ ０ の 軸 着 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 で は さ ら に 、 相 対 向 す る 側 板 １ ９ の 相 互 に 端 部 を 軸 着 す る 連 結 材 ２ １ を 掛 渡 し た 。
こ の 連 結 材 ２ １ は 直 線 的 な バ ー 部 材 で も よ い が 、 本 実 施 形 態 で は 略 コ の 字 形 な も の と し て
短 部 を 屈 折 さ せ て 隔 壁 １ ５ に 全 体 を 近 づ け 、 そ の 結 果 と し て フ ロ ン ト 部 Ａ 内 に な る べ く 空
間 を 確 保 で き る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 示 の 例 で は 連 結 材 ２ １ は そ の 両 端 の 軸 着 部 ２ １ ａ は 前 記 側 板 １ ９ へ の ピ ン ジ ャ ッ キ 軸 着
部 ２ ０ ａ と 合 致 さ せ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 中 ２ ２ 、 ２ ３ は 勾 配 修 正 ジ ャ ッ キ ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ で 下 方 へ 突 出 可 能 な 勾 配 修 正 用 の 補 助
カ ッ タ ー で 、 側 板 １ ９ の 内 部 と テ ー ル 部 Ｂ の 底 板 ３ か ら 突 出 で き る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 使 用 す る オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 は 先 に 述 べ た
通 り で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 発 進 坑 ８ 内 に こ の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ を 設 置 し て 、 オ
ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 推 進 ジ ャ ッ キ ４ を 伸 長 し て 発 進 坑 ８ 内 の 反 力 壁 ６ に 反 力 を と っ て 前
進 さ せ 、 地 下 構 造 物 を 形 成 す る 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を 上 方 か ら 吊 り 降 し 、 オ ー
プ ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 Ｂ 内 で 縮 め た 推 進 ジ ャ ッ キ ４ の 後 方 に セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 い で 、 シ ョ ベ ル 等 の 掘 削 機 ９ で オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の フ ロ ン ト 部 Ａ の 前 面 又 は 上 面 か
ら 土 砂 を 掘 削 し か つ 排 土 す る 。 こ の 排 土 工 程 と 同 時 ま た は そ の 後 に 推 進 ジ ャ ッ キ ４ を 伸 長
し て 前 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 前 記 第 １ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の 前 に 第 ２ 番 目 の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を オ ー プ
ン シ ー ル ド 機 １ の テ ー ル 部 Ｂ 内 に 吊 り 降 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 以 下 、 同 様 の 排 土 工 程 、 前 進 工 程 、 コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の セ ッ
ト 工 程 を 適 宜 繰 返 し て 、 順 次 コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ を オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ の 前 進 に 伴 い 縦
列 に 地 中 に 残 置 し 、 さ ら に こ の コ ン ク リ ー ト 函 体 ７ の 上 面 に 埋 戻 し を 施 し 、 図 ６ に 示 す よ
う に 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ が 到 達 坑 １ ２ ま で 達 し た な ら ば こ れ を 撤 去 し て 工 事 を 完 了 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て こ の よ う な 工 程 の 際 に 、 方 向 修 正 を 行 い た い 場 合 に は ピ ン ジ ャ ッ キ ２ ０ を 伸 長 ま た
は 縮 小 す れ ば 、 左 右 の 側 板 １ ９ が 平 行 に 回 動 し て 向 き を 変 え る の で 、 刃 口 １ ４ の 向 き も 変
わ り 、 そ の 方 向 に 掘 進 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 オ ー プ ン シ ー ル ド 機 １ は 全 体 的 に 上 昇 す る 傾 向 が あ る が 、 そ の 修 正 に は 勾 配 修 正 ジ
ャ ッ キ ２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ で 勾 配 修 正 用 の 補 助 カ ッ タ ー ２ ２ 、 ２ ３ を 下 方 へ 突 出 さ せ て 下 向 き
に 掘 進 す る よ う に 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 は 、 簡 単 な 構 成 で す み 、 装 置 全 体 を 大 型 化
す る こ と な く 、 カ ー ブ 施 工 に 対 応 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の オ ー プ ン シ ー ル ド 機 の １ 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 示 す 第 １ 工 程 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 示 す 第 ２ 工 程 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 示 す 第 ３ 工 程 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 オ ー プ ン シ ー ル ド 工 法 の 概 要 を 示 す 第 ４ 工 程 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … オ ー プ ン シ ー ル ド 機 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ａ … フ ロ ン ト 部
１ ｂ … テ ー ル 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ … 側 壁 板
３ … 底 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ … 推 進 ジ ャ ッ キ
５ … 隔 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ … 反 力 壁
７ … コ ン ク リ ー ト 函 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ … 発 進 坑
９ … 掘 削 機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ … ス ト ラ ッ ト
１ １ … 地 盤 改 良 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ … 到 達 坑
１ ４ … 刃 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ … 隔 壁
１ ６ … 押 角 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ９ … 側 板
２ ０ … ピ ン ジ ャ ッ キ 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ … 軸 着 部
２ １ … 連 結 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ １ ａ … 軸 着 部
２ ２ 、 ２ ３ … 勾 配 修 正 用 の 補 助 カ ッ タ ー
２ ２ ａ 、 ２ ３ ａ … 勾 配 修 正 ジ ャ ッ キ
Ａ … フ ロ ン ト 部 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ … テ ー ル 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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